
令和７年度 部会報告（住まいの部会） 

 

１ 令和７年度の取り組みの方向性 

令和６年度の実施結果（意見等）より、災害対策や医療連携などをテーマにした取組みを行い、支援

者の資質向上を図る。医療連携に関しては、他部会との合同開催等の検討・調整を進める。また、グル

ープホームの空き状況の共有化についても検討を始める。 

 

２ 開催実績  

回 開催日 実施内容概要 参加数 

１ 令和７年６月 17 日 

（１）市危機対策課による防災に係る勉強会 

（２）グループワーク（各事業所から持ち寄った避難計画の共有

と、災害発生時の対応・課題など） 

35 人 

２ 令和７年 10 月 22 日 

（１）事例発表（利用者の困難事例への対応） 

（２）グループワーク（対応・解決方法等の意見交換、情報交換等を

実施） 

27 人 

３ 令和８年２月 12 日 

（１）市障害福祉課より意思決定支援について講話 

（２）事例発表（意思決定支援の際の対応） 

（３）グループワーク（対応について意見交換、情報交換を実施） 

21 人 

 

３ 解決すべき課題 

・居住系障害福祉サービス（グループホームや入所施設など）や一般下宿、不動産関連業者などの関係

機関の連携強化 

・障害福祉サービス等従業者の資質の向上 

・各機関の取り組みや課題の共有、意見交換 

 

４ 実施・解決できたこと 

支援の現場で起こっている課題、困りごとを共有し、解決できるよう、事例発表やグループワークを

行い、また、グループホームの運営に係る制度改正等に関する勉強会を実施するなど、グループホーム

支援者の資質向上を図った。また、ささえーるアプリによりグループホームの空き状況について共有化

が可能になった。 

 

５ 実施・解決できなかったこと 

関係機関の連携強化に向けて、入所施設、グループホーム、不動産業者などから広く参加いただける

部会となることが望ましいと考えるが、グループホーム以外の事業所からの参加者を増やすことができ

なかった。 

また、グループホーム支援員の参加者も昨年度から比べると少なかった。地域全体の支援者の資質向

上に向けて、協議会再編後に参加がない事業者や、新規参入のグループホーム支援員の参加者を増やし

ていく必要がある。参加者の増加に向けては、参加することへのメリットや住まいの部会の意義などを

まとめ、直接出向いて参加勧誘を行うなど対策を試みる必要がある。 

今後も、部会の運営基準を踏まえ、地域課題への対応や制度改正などを踏まえた支援員の資質向上を

進めていくため、引き続き、地域の声を聞きながら取り組んでいく。 

資料 １１ 



 

６ 令和８年度の取り組みの方向性 

「帯広市地域自立支援協議会会議及び部会設置運営基準」に基づく役割の発揮 

①地域移行に向けた取り組み 

（不動産業者の障害者の受け入れ状況、グループホームの入居状況（待機人数）の把握等） 

②事業者に向けた参加勧誘を実施し、障害福祉サービス等従事者の資質の向上を目指す。（特に新規事

業者の参加促進を促す） 

③支援員・世話人が抱えている課題等の共有 

 


